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江府町の人口

（5月31日現在）

世帯数1封8世帯
人　口　伯74人

（前月比　1人滅）
（男）　2399
（女）　揖75

出　生　　2

（男）　　2
（女）　　0

転　入　10
（男）　　4
（女）　6

転　出　　9
（男）　　6
（女）　　3

死’亡　　4
（男）　3
（女）　1

江　　府　　町　　報

瓜
菜
沢
草
原

あ
や
め

▲広い草原に咲きはじめたあやめ

放
牧
場
と
し
て
も
知
ら
れ
る
こ
こ
瓜
菜
沢
に

は
、
た
く
さ
ん
の
あ
や
め
が
群
生
し
て
い
ま
す
。

町
の
花
〃
あ
や
め
〃
は
、
家
の
軒
端
に
、
そ

し
て
、
田
園
の
水
辺
に
姿
を
う
つ
し
、
高
原
に

群
生
す
る
「
野
花
し
よ
う
ぶ
」
な
ど
を
総
称
し

て
い
わ
れ
て
お
り
、
初
夏
に
は
、
紫
、
白
な
ど

色
と
り
ど
り
に
花
を
開
き
、
清
そ
、
満
濃
な
容

姿
は
、
文
芸
に
も
ゆ
か
り
深
く
、
農
事
に
い
そ

し
む
人
々
に
心
の
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。奥

ま
っ
た
山
道
を
通
り
ぬ
け
て
広
が
る
瓜
菜

沢
の
葦
原
か
ら
、
遠
く
大
山
や
烏
ケ
山
、
城
山

の
山
波
に
む
け
て
帯
状
に
達
ら
な
る
あ
ざ
や
か

な
古
代
む
ら
さ
き
の
あ
や
め
は
、
七
月
中
旬
に

は
咲
き
そ
ろ
い
二
番
の
見
頃
と
な
り
ま
す
。
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野
ん
な
ぞ
ろ
う

て
健
康
診
断

早
期
発
見
が
健
康
を
守
る
第
一
歩
で
す

○
検
診
始
ま
る

こ
と
し
も
結
棲
健
康
診
断
と
、
老

人
保
健
法
に
よ
る
一
般
健
康
診
査
並

び
に
婦
人
健
康
診
査
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

こ
の
健
康
診
断
は
、
住
民
み
ん
な

が
自
分
自
身
の
健
康
を
守
り
、
将
来

と
も
に
元
気
で
明
る
い
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
科
目
に
わ
た

っ
て
行
う
も
の
で
す
。

○
病
気
は
気
づ
か
ね
う

ち
に
進
行
し
て
い
ま
す

あ
る
人
は
、
か
ら
だ
が
だ
る
く
て

も
こ
の
程
度
は
「
健
康
だ
」
と
思
い
、

あ
る
人
は
少
し
か
ら
だ
が
だ
る
い
と

「
異
常
」
と
感
じ
る
と
い
う
よ
う
に

「
健
康
」
と
か
「
異
常
」
と
い
う
も

の
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
感
じ

方
が
ま
ち
ま
ち
で
す
。
と
く
に
成
人

病
の
よ
う
に
、
徐
々
に
病
気
の
進
む

も
の
は
、
長
い
間
病
気
の
進
行
に
気

づ
か
を
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

大
部
分
の
人
が
自
覚
症
状
が
あ
っ

て
始
め
て
医
師
を
訪
れ
る
の
で
す
が
、

「
健
康
」
だ
と
自
分
で
感
じ
て
い
る

と
き
か
ら
定
斯
健
康
検
診
を
う
け
、

か
ら
だ
の
異
常
や
病
気
の
早
期
発
見

に
努
め
る
こ
と
が
健
康
を
守
る
た
め

の
第
一
歩
で
す
。

日
々
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
人
間

の
か
ら
だ
は
、
こ
と
し
「
異
常
を
し

」
で
あ
っ
た
か
ら
来
年
も
そ
う
か
と

い
う
と
、
必
ず
し
も
「
異
常
を
し
」

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
、
成
人
病
と
い
わ
れ
る
高

血
圧
や
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
、
糖
尿

病
、
あ
る
い
は
〝
ガ
ン
″
な
ど
は
、

三
〇
歳
代
の
後
半
か
ら
の
発
生
が
急

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
健
康
と
思
っ
て
生
活
し
て

い
る
人
た
ち
の
中
か
ら
、
気
づ
か
な

い
う
ち
に
発
生
し
て
い
る
病
気
が
重

く
を
ら
な
い
う
ち
に
、
早
期
治
療
す

る
た
め
の
第
一
歩
が
検
診
で
す
。

○
成
人
病
が
死
亡
原
因

の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト

成
人
病
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因

の
約
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
七
年
度
の
死
亡
統

計
で
は
、
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
が
二
三

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
っ
と
も
多
く
、

つ
い
で
脳
卒
中
の
二
〇
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
、
第
三
位
が
心
臓
病
の
一
七
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
位
の
ガ
ン
の
を
か
で
は
、
胃

ガ
ン
が
男
女
と
も
最
も
多
く
次
い
で

肺
ガ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
位
の
脳
卒
中
と
第
三
位
の
心

臓
病
は
、
い
ず
れ
も
循
環
器
の
病
気

で
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
に
関
係
の

深
い
病
気
で
す
。
昭
和
五
十
八
年
度

の
江
府
町
で
の
死
因
状
況
を
み
て
み

る
と
、
脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心
臓
病
が

死
亡
順
位
の
第
一
位
、
第
二
位
、
第

三
位
を
占
め
、
こ
の
三
大
成
人
病
だ

け
で
全
死
亡
原
因
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
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食中毒に用心を

◎

む
し
暑
く
う
っ
と
う
し
い
日
々
が

続
き
、
食
べ
物
が
腐
り
や
す
く
食
中

毒
の
お
こ
り
ゃ
す
い
季
節
に
在
り
ま

し
た
。
食
中
毒
の
病
状
は
一
般
に
病

原
菌
及
び
菌
の
産
生
す
る
毒
素
に
よ

る
腹
痛
、
下
痢
、
嘔
吐
な
ど
の
消
化

器
症
状
が
主
を
も
の
で
す
。

食
中
毒
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
下

さ
い
。

①
　
古
く
な
っ
た
魚
介
類
に
は
必
ず

と
い
っ
て
い
い
程
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
在
る
べ

く
新
鮮
を
も
の
を
買
っ
て
下
さ
い
。

②
　
買
っ
て
き
た
魚
介
類
は
真
水
で

十
分
洗
っ
て
下
さ
い
。

③
　
冷
蔵
庫
は
だ
い
た
い
摂
氏
四
度

く
ら
い
に
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

下
段
程
冷
え
が
悪
く
開
閉
の
回
数

が
多
い
場
合
、
一
〇
度
以
上
に
上
昇

し
ま
す
の
で
十
分
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
は
い
つ
も

清
潔
に
し
、
余
り
つ
め
こ
み
す
ぎ

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

④
　
食
品
だ
け
で
な
く
ふ
き
ん
、
ま

を
板
、
庖
丁
を
ど
に
菌
が
つ
い
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
調
理
器

具
、
食
器
類
は
十
分
洗
浄
や
熱
湯

消
毒
を
し
て
下
さ
い
。

⑤
　
調
理
し
た
も
の
を
三
〇
度
以
上
の

室
温
に
置
い
て
お
き
ま
す
と
、
細

菌
に
と
っ
て
最
も
増
殖
に
適
し
た

状
態
と
在
り
ま
す
の
で
、
調
理
し

た
も
の
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
食

べ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

⑥
　
食
事
や
調
理
の
前
に
は
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

ト
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

を
か
で
も
循
環
器
疾
患
予
防
で
も

っ
と
も
重
要
と
な
る
高
血
圧
音
数
は
、

次
の
図
の
と
お
り
高
率
が
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

○
検
査
は
積
極
的
に

成
人
病
は
、
徐
々
に
病
気
が
す
す

ん
で
、
自
覚
症
状
が
あ
ら
わ
れ
は
じ

め
て
医
師
を
訪
れ
た
と
き
は
、
す
で

に
相
当
重
症
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

る
を
ど
日
常
の
健
康
管
理
が
大
切
で

す
。
こ
と
し
の
成
人
病
検
診
は
、
次

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
積
極
的
に

受
診
し
、
自
分
自
身
の
か
ら
だ
の
健

康
管
理
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

年代別高血圧者割合（昭和58年）

検　　　　診　　　　日

月名 時　　　 間 会　　 場 対 象 地 区 ㌔ 時　　　 間 会　　 場 対 象地 区

％

（月）

10 ：00、 11 ：00
乗用公民館

小原・栗尾 巧7

㈹

9 ：00、 10：00 武 庫　会　 館 武　 庫

13：30一一14 ：30 実　 用 12 ：30、 14：00 池の内会館 池の内

巧 0

㈹

9 ：00 、 10：00 吉原公民館 吉　 原 巧8

t加

9 ：00、 10：00 下安井公民館 下安井

12 ：30、 13 ：30 西成公民館 西　 成 12 ：30、 14：00 キ■一トスポーツ 洲河崎

14 ；30－ 15 ：30 袋原公民ヰ 袋　 原
％9

休I

9 ：00一一10：00 彰谷公民館 杉　 谷

㍉ 1

㈱

9 ：30一一10 ：30 且田公民館 貝　 田 12 ：30一一13：30 官市原公民館 官市原

13‾：30 一一14 ：30 米　原　分　 校 大河原 14 ：30、 15：30 宮市公民館 官　 市

h 2

琳

9 ：30 、 10：30 助沢公民館 助　 沢 ％0

励

9 ：30、 10：30 新　道　会　館 新道・一旦

13 ：30 、 14：30 小江尾公民館 小江尾・大万 13 ：30一一14 ：30 半の上会館
半の上・荒田
宮の前

16 ：30 － 18：00 明　 道　 館 本　 五 ％0

胴）

10 ：00一一11：00 佐　川　会　館 佐　 川

巧3

幽

9：30、 10：30 柿 原　分　 校 柵　原 13 ：30、 14 ：30 開発センター 本二・本三

13 ：30 、 14 ：30 久遵公民館 久　運
当 1

㈹

9 ：30、 10 ：30

開発センター

本四・新二

巧 4

吐I

9 ：讃）、 10 ：30 下蚊屋公民館 下蚊屋・笠良原 13 ：30 、 14 ：30 新　 一

13 ：30 、 14 ：30 御　机　分　 校 御　 机 16 ：30 、 18 ：00 全　 町

巧 6

胴）

10 ：00、 10 ：30 探山口会館 深山口 ％2

伽

9 ：30 、 10：30
粥発センター

本　 一

12 ：30 、 14 ：00 尾上原会館 日の詰・鳥上原 13 ：30 、 14 ：30 全　 町
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わ
だ
い

児
童
館
六
月
の
行
事
か
ら

子
供
た
ち
が
花
づ
く
り▲まず、加藤厚生員から説明をきく子供たち

児
童
館
で
は
、
児
童
の
健
全
を
遊

び
や
集
団
活
動
を
通
し
て
、
友
情
を

深
め
、
助
け
合
う
心
を
育
て
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

紹
介
す
る
花
つ
く
り
も
、
み
ん
な
で

す
る
行
事
の
一
つ
で
す
。

昨
年
も
一
人
一
鉢
の
小
菊
づ
く
り

を
し
て
、
地
区
文
化
祭
に
飾
っ
て
見

て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
は
集
会
所

前
庭
に
小
規
模
で
す
が
花
壇
を
造
っ

て
、
小
菊
を
植
え
ま
し
た
。
勿
論
、

鉢
づ
く
り
や
プ
ラ
ン
タ
ー
植
え
を
し

て
、
秋
に
は
、
い
ろ
ん
を
花
を
咲
か

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
は
、
自
分
の
受
持
ち
の

鉢
の
管
理
は
、
自
分
で
す
る
こ
と
を

約
束
し
て
い
ま
す
。

無灯火地区を解消

半の上部落三谷へ
待望の電気・電話架設

回
体
を
め
ざ
し
て

鼓
隊
の
合
同
練
習
始
ま
る

六
十
年
わ
か
と
り
国
体
の
山
岳
競

技
開
始
式
に
参
加
す
る
鼓
隊
の
合
同

練
習
が
五
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。こ

の
鼓
隊
は
、
町
内
の
児
童
（
現

小
学
校
五
年
）
四
十
三
名
で
編
成
さ

れ
、
六
十
年
十
月
二
十
日
の
市
中
行

進
に
お
い
て
先
導
の
役
を
す
る
も
の

で
、
本
番
に
そ
な
え
、
今
後
何
回
と
な

く
猛
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

六
月
十
八
日
、
午
前
十
時
四
十
分

半
の
上
部
落
三
谷
の
細
田
清
正
さ
ん

の
家
に
電
話
が
開
通
、
根
雨
電
報
電

話
局
長
、
井
上
町
長
、
半
の
上
区
長

ら
、
関
係
者
が
出
席
し
て
開
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

三
谷
山
の
谷
あ
い
に
あ
る
細
田
さ

ん
宅
は
、
半
の
上
部
落
か
ら
林
道
を

三
キ
ロ
入
っ
た
電
気
も
電
話
も
な
い

一
軒
家
。
昭
和
三
十
七
年
か
ら
重
油

に
よ
る
自
家
発
電
で
電
気
の
供
給
を

行
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
日
常

生
活
、
行
政
連
絡
等
に
不
便
を
き
わ

め
て
お
り
、
中
国
電
力
、
電
々
公
社
、

町
、
部
落
の
協
力
で
昨
年
九
月
電
気

・
電
話
の
共
同
架
設
が
実
現
す
る
こ

＊
　
　
5

1
日
（
火
）

2
日
（
水
）

壬士・
印じ、

ト
記
念
通
話
を
行
う
井
上
町
長

と
に
決
定
、
今
日
の
開
通
と
在
っ
た

も
の
で
す
。

記
念
通
話
は
、
井
上
町
長
が
役
場

に
、
細
田
さ
ん
が
岡
山
の
長
女
幸
香

さ
ん
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
喜
び
の
通
話
を

行
い
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
て
い
る
電
気

工
事
も
、
七
月
に
完
成
し
、
い
よ
い

よ
念
願
の
”
灯
〃
が
と
も
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

4
日
（
金
）

…
、
‥
い
．
‥
‥
…

14121110

日　日　日　日

月土金木

18171615

日　日　日　日

金木水火

月庁
内
全

町
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
総
会
、
柿
原
地

区
簡
易
水
道
竣
工
式

臨
時
町
費
－
コ
ア
ニ
ス

コ
ー
ト
照
明
点
灯
式

中
四
国
自
然
休
養
村

総
会
（
香
川
県
）

岡
田
竹
男
氏
叙
勲
伝

達森
林
組
合
役
員
会

西
部
町
村
会

助
沢
記
念
碑
除
幕
式

東
伯
町
、
赤
碕
町
両

町
長
来
庁

在
勤

全
国
治
水
砂
防
総
会

西
部
町
村
会

国
体
第
一
回
常
任
委

員
会
、
農
業
共
済
組

合
理
事
会
、
教
育
関

係
者
会
議

1
9
日
（
土
）
　
在
勤
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Soumu
四角形
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献血ありがとう

ございました

⑳

報町府江

献
血
し
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
血

液
は
、
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
赤

血
球
、
血
小
板
な
ど
の
成
分
に
分
離

し
、
患
者
さ
ん
が
必
要
と
す
る
成
分

だ
け
を
輸
血
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
方
法
に
よ
り
、
あ
を

た
の
血
液
は
二
、
三
人
の
患
者
さ
ん

に
生
か
さ
れ
ま
す
。
六
月
十
二
日
、

十
三
日
に
行
わ
れ
た
日
本
赤
十
字
社

の
献
血
に
は
、
次
の
七
十
四
名
の
方

々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
者
芳
名
（
敬
称
略
）

江
府
町
役
場

加
藤
息
和
、
遠
藤
敏
彦
、
矢
下
情

二
、
千
藤
正
、
塚
原
守
、
南
波
千
明
、

藤
森
史
子
、
中
川
久
美
子
、
井
上
あ

け
み
、
後
栄
子
、
福
羅
寿
美
子
、
上

代
洋
子

中
国
電
力

藤
原
和
子
、
日
野
美
弘
、
西
尾
憲

司
、
汐
田
秋
、
森
田
卓
郎
、
下
坂
美

鈴
、
鈴
木
周
一
、
酒
井
洋
、
前
田
良

一
、
福
田
い
づ
み
、
槙
原
豊
博
、
武

田
博
、
麻
生
茂
男
、
藤
原
昌
美
、
藤

原
寿
文
、
中
本
龍
治
、
安
達
貴
行
、

門
脇
祐
二
、
中
量
昇
、
川
上
幸
恵
、

宇
田
川
千
万
亀
、
宮
本
孝
治
、
木
村

剛

郵
便
局

沢
口
勉
、
長
谷
川
司
、
福
田
絹
江
、

遠
藤
常
盤
、
大
江
清
江
、
横
田
徹

大
成
、
奥
村
、
共
同
企
業
体

猪
口
武
、
五
十
嵐
安
雄
、
佐
原
良

雄
、
山
中
馨
、
高
木
健
、
八
幡
ヨ
シ

子
、
宮
本
昭
典
、
永
岡
息
光
、
小
原

宣
一
、
浦
部
弘
子
、
三
好
重
文
、
辰

己
暁
、
野
地
朝
光
、
津
田
敏
夫
、
池

田
勉
、
松
田
玲
子
、
阿
部
あ
け
み
、

藤
原
俊
貞

飛
島
、
大
林
共
同
企
業
体

川
口
甚
二
、
下
川
修
一
、
矢
野
一

己
、
柏
木
義
雄
、
杉
浦
公
、
荻
田
雅

弘
、
藤
村
信
昭
、
坂
口
理
郎

前
田
、
フ
ジ
タ
企
業
体

稲
田
実
、
武
森
建
吉
、
森
口
芳
明
、

平
野
欽
吾
、
浦
部
智
子
、
佐
藤
清
美
、

伊
藤
重
彦

福
祉
年
金
証

耶
　
書
を
役
場
へ

八
月
十
三
日
か
ら
郵
便
局
で
支
払

わ
れ
る
八
月
期
福
祉
年
金
を
受
け
と

ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
「
国
民
年
金
証

書
」
を
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
八
月
か
ら
む
こ
う
一
年
間

に
受
け
取
る
金
額
を
国
民
年
金
証
書

に
記
入
す
る
た
め
で
す
。

提
出
が
遅
れ
る
と
十
一
月
十
二
日

（
十
二
月
期
）
の
支
払
月
に
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
在
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑳
　
八
月
十
一
日
（
土
）
は
、
金
融

横
関
が
休
み
で
す
の
で
受
け
と
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

21
日
（
月
）
食
生
活
改
善
講
座
開

講
式
、
町
商
工
会
総会上

京
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
総
会
、
全
国

山
村
振
興
協
議
会
総

会
、
全
国
自
然
休
養

2
6
日
（
土
）
結
婚
式

28
日
（
月
）
日
野
町
江
府
町
日
南

町
衛
生
施
設
組
合
議

会2
9
日
（
火
）
森
林
組
合
総
代
会

3
0
日
（
水
）
町
国
体
実
行
委
員
会

総
会
、
町
体
協
理
事

会
、
ダ
ム
協
議
会

3
1
日
（
木
）
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

運動公園だより

トレーニングのすすめ

体育館併設のトレーニング室には、毎日若

い方を中心に御利用いただいています。

町民の方々の健康促進の為に設けられた優

秀を設備です。どしどし御利用ください。

体育館開館以来数多くの方々に見学してい

ただきましたが、トレーニング室については

まだまだ誤解も多いようです。

トレーニング室はスポーツをされる方だけ

の施設ではありません。強力な体力を養成す

ると同時に、手軽に使える健康器具をのです。

病気は、お医者さんで治りますが、お医者

さんで健康な身体を作ることはできません。

毎日の適度を運動が健康を体力を作るので

す。

人間の身体は、40嵐を過ぎると体力低下

が始まると言われ、この体力の低下を止める

には生晴の中に運動をとり入れるしかありま

せん。鮎は治りません。

トレーニング機械は体力の特効薬ではあり

ませんが、規則正しく続ける事によって次第

に持久力がつき、関節の可動範囲が大きくな

り、又、余分を皮下脂肪も減少して動きやす

い身体をつくります。

－トレーニングの注意－

①なるべく、近所の方などを誘って楽しく運

動しましょう。

②気ながに続けることが大切です。

③自分の体力以上に無理をしをい事が大切です。

SERラットマシン⑦　（発達する筋肉）

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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命令命令命命令

人の動き
命令命令や命令㊥

（5月届）

交通事故
5月31日現在

事故発生状況（人身事故）

件　数　6件（11件）

死者　2名（0名）
負傷者　5名（12名）

（）内は前年同期

本
　
五
　
中
前
　
清
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
藤
田
善
久
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
川
島
太
丸
殿

（
母
百
合
子
様
退
院
）

貝
　
田
　
森
田
正
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
加
藤
　
厚
殿

（
二
男
司
様
退
院
）

午
前
十
時
～
十
二
時

米
子
市
公
会
堂

報

十
五
分

放
送

県
同
郡
対
策
課
長

同
和
対
常
に
つ
い
て
の
対
談
ロ

請
師
　
大
阪
市
立
大
学
助
教
授

桂
　
正
孝
氏

題
　
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
、

共
に
帝
つ
こ
と

同
和
問
題
溝
演
数
（
町
主
催
）

日
時
　
七
月
十
三
頁
∴
金
）

目
　
時
　
七
月
十
五
日
へ
日
）

筆
前
九
時
三
十
分
～
九

時
四
十
五
分

放
送
局
　
山
陰
中
央
テ
レ
ビ

対
談
者
　
鳥
職
県
知
事
、
部
落
解

二
枚
同
盟
鳥
取
県
連
合
会

委
員
長
、
鳥
取
大
学
教

育
学
部
教
授

学
校
に
お
け
る
同
和
教
育

日
　
時
　
七
月
二
十
言
二
土
）

午
前
十
時
四
十
五
分
～

十
一
時
十
五
分

放
送
局
　
山
陰
放
送

内
　
容
　
学
校
で
は
同
和
教
育
が

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

て
い
る
か
、
実
践
を
と

お
し
て
理
解
を
深
め
る

協
　
力
　
岸
本
町
教
育
委
員
会
、

岸
本
小
学
校

お
誕
生
お
め
で
と
う

本
一
堀
田
　
満
宏
　
正
人
二
男

日
ノ
語
　
中
尾
　
直
人
　
陽
吉
長
男

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

美
　
用
　
下
垣
鶴
治
　
8
1
歳
　
茂
宅

下
安
井
　
松
原
幸
雄
　
6
3
歳
敏
夫
宅

新
一
野
坂
政
雄
　
9
2
嘗
ま
宅

本
　
三
　
門
脇
久
子
　
8
6
歳
達
也
宅

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

西
　
　
純
一

西
村
　
弥
生

藤
原
葦
太
郎

梅
林
　
玲
子

∴
∵
一

奈
良
県
吉
野
郡

江
尾
か
ら

広
島
県
沼
隈
郡

武
庫
か
ら

島
根
県
安
来
市

久
連
か
ら

仲
曽
　
　
孝

景
山
　
美
春

永
井
　
明
正

瀬
島
　
　
香

梅
林
比
呂
人

清
水
　
里
美

上
前
　
眞
二

安
藤
勢
津
子

冨
田
　
信
夫

福

永

一

栄

徳
岡
　
卓
史

鷲
見
　
和
子

溝
口
町

宮
市
か
ら

小
江
尾
か
ら

武
庫

日
南
町

柿
原
か
ら

小
江
尾

香
川
県
墾
日
寺
市
か
ら

江
尾

東
京
都
杉
並
区
か
ら

下
安
井

米
子
市
か
ら

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
五
月
中
寄
託
分
）

香
典
返
し
と
し
て

美
　
用
　
下
垣
　
茂
殿

（
父
鶴
泊
様
ご
逝
去
）

下
安
井
　
松
原
豊
子
殿

（
ご
主
人
幸
雄
様
ご
逝
去
）

新
一
野
坂
正
昭
殿

（
父
政
雄
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

美
　
用
　
川
上
和
美
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
石
黒
錦
恵
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
三
浦
あ
さ
よ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
附

柿
　
原
　
加
藤
満
寿
幸
殿

竹
ぼ
う
き
　
四
十
本

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。江

府
町
社
会
福
祉
協
議
会

…
…
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
…

L
　
四
月
禾
累
計
額

三
百
四
十
三
万
四
千
九
百
九
十
二
円

2
．
五
月
中
寄
付
額

十
八
万
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
十
万
円

快
気
祝
　
　
八
万
円

3
．
五
月
末
累
計
額

三
百
六
十
一
万
四
千
九
百
九
十
二
円

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形


